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コーディネーター   

菊池 章（大阪大学大学院医学系研究科 分子病態生化学 教授） 

山下 俊英（大阪大学大学院医学系研究科 分子神経科学 教授） 

     主催：公益財団法人 千里ライフサイエンス振興財団  

         〒 560-0082 大阪府豊中市新千里東町１丁目４番２号 

千里ライフサイエンスセンタービル２０階 

E-mail：ｄｓｐ-2021@senri-life.or.jp  Tel：06-6873-2001 

http://www.senri-life.or.jp 

-千里ライフサイエンス新適塾- 

「難病への挑戦」第 4７回会合 

「幹細胞生物学に基づく中枢神経系の 

再生医療と疾患研究」 

」 

講師     岡野 栄之（おかの ひでゆき） 

         慶應義塾大学医学部生理学教室 教授 

日時     ２０２１年８月３０日（月）１８：００～１９：１５ 

開催形式  WEB開催 

参加費    無料 

  定員      WEB参加 200名 

 

    参加は事前申込みされた方のみとし、定員になり次第締切ります。 

    参加希望者は、当財団のホームベージの「参加申込・受付フォーム」から 

お申込み下さい。 

http://www.senri-life.or.jp 
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[要旨] 

 

「幹細胞生物学に基づく中枢神経系の再生医療と疾患研究」 

慶應義塾大学 医学部 生理学教室 岡野栄之 

 

iPS細胞技術が確立されて以来、ヒト（患者）神経細胞が作製され、医療への活用を

めざした病態研究や創薬研究が実施されてきた。私たちは、iPS 細胞技術を用いた

中枢神経系の再生と疾患研究を行っており、これまで 30以上の精神・神経疾患患者

より iPS細胞を樹立し、さらに各種神経細胞（興奮性ニューロン、抑制性ニューロン、

PV―陽性ニューロン、大脳皮質型ニューロン、中脳ドーパミンニューロン、脊髄運動ニ

ューロンなど）（Imaizumi et al., , 2015; Ishikawa et al., 2020）、各種グリア細胞（ア

ストロサイト、オリゴデンドロサイト、ミクログリア）(Leventoux et al., 2020; 

Numasawa-Kuroiwa et al., 2014))への選択的な分化誘導法、３次元脳オルガノイド、

体細胞からのニューロン、グリア、神経幹細胞への直接誘導法を開発し、これらの疾

患の病態さらには創薬研究を解析し、一部は臨床試験にまで進んでいる。本講座で

は、ALS (Ichiyanagi et al., 2016)、アルツハイマー病（Watanabe et al., 2021）、パ

ーキンソン病(Ohta et al., 2015)、多系統萎縮症(Sci Rep, 2018)、統合失調症 

(Bundo et al., 2014)、双極性障害 (Ishii et al., 2019)などを中心に病態解析、創薬

研究を行った。特に ALSについては、スクリーニングにより同定したロピニロール塩酸

塩が、家族性 ALSのみならず、孤発性 ALS症例（32症例）の約 7割に in vitroで患

者 iPS細胞由来運動ニューロンの変性抑制効果があることを確認し (Fujimori et al. 

Nat Med, 2018), 同薬剤を用いた ALSへの医師主導治験（ROPALS試験）を行い、そ

の安全性・忍容性・有効性についての検討を行ったので、その結果について報告した

い(Okano et al.,2020; Morimoto et al., in submission)。本試験と並行して、

ROPALS試験に参加した被験者全員から iPS細胞を樹立し、脊髄型運動ニューロンへ

誘導し、ロピニロール塩酸塩による治療効果の in vitro と in vivoでの検討比較を行

っているのでその結果についても言及したい。この検討比較については、スーパーコ

ンピューターを駆使したベイジアンネットワーク解析手法を用いた我々が開発した

iBRN法（Nogami et al., 2021）を駆使した数理解析を行った。 

  さらに本講演では、脳オルガノイド技術を用いた精神・神経疾患研究の意義につい

て議論し、最近の我々の研究グループによるアルツハイマー病の病態解析結果を紹

介したい。 
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